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(57)【要約】
【課題】指輪や鍵といった物をネックレスに通してつけ
ている光景をよく目にするが、このような場合、物を使
用する際にネックレスを外さなければならないというわ
ずらわしさがある。このような問題、デザイン性を考慮
し、従来のペンダントトップにはなかった機能を設けた
ペンダントトップを提供する。
【解決手段】ペンダントトップに開閉口のある構造を形
成し、これにより物が容易に挟み掛けることができると
共に、トップ単体でのデザインと、他の飾り物を付けら
れることで違うデザインも楽しむことができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ペンダントトップに物が挟み掛けられるよう開閉口を有する構造を設けたペンダントト
ップ
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、開閉口を有するペンダントトップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のペンダントトップは、単なる装飾品として使用しているか、薬や写真といった物
を内側に収納できる機能を持ったものがある。
【０００３】
　指輪や鍵というような物をネックレスに通してつけている光景をよく目にする。このよ
うな場合、その物を使用する際にはネックレスを外さなければならない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記のように、物をネックレスに通してつけている場合、使用する際にネックレスを外
さなければならないというわずらわしさが生じる。
【０００５】
　本発明は、このような問題を解決しようとするものであり、従来のペンダントトップに
はなかった、物が挟み掛けられる機能を設け、その物の着脱を容易にできることを目的と
するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、ペンダントトップに開閉口のある構造を形成し、開閉により物を容易に挟み
掛けられる機能を設けたものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明のペンダントトップは、物を容易に挟み掛けることができる機能を持ち、上述の
ように、物をネックレスに通してつけていた場合の着脱のわずらわしさも解消できる。
【０００８】
　また、トップ単体でのデザインと、他の飾り物をつけられることで違うデザインを楽し
めるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　ペンダントトップ本体一部にデザイン性をふまえ開閉口を形成するが、開閉支点部分に
バネを利用した構造が最も適している。バネを利用することで、指で押せば口が開き、放
せば閉まるためである。
【００１０】
　トップ本体のデザインにより、バネの形状、配置も変え構成する。
【００１１】
　コイル状のバネを利用した場合、トップを構成する表側、裏側となる開閉支点の内側中
心にバネを入れ、ピンを通しバネクリップ状にする。開閉口部分は、物が挟み掛けられる
ように突起を形成する。
【実施例】
【００１２】
　以下、添付図面に従って一実施例を説明する。図１の１は、ネックチェーンを通す輪で
ある。５は本体を開閉させるバネであり、ピン４にて本体２・３とバネ５をつないでいる
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。２Ａ・３Ａを押し、２・３を開閉させて物を着脱させる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】側面図
【符号の説明】
【００１４】
　１　ネックチェーンを通す穴
　２　本体、開閉口
　３　本体、開閉口
　４　ピン
　５　バネ
　６　指輪

【図１】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

